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前期高齢者と後期高齢者の健康状態と

ソーシャルサポー卜・ネットワーク

―農村地域における高齢者（69～80歳）の比較研究―
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　北海道中央部の典型的な農村地帯・鷹栖町で，前期（69～74歳）高齢者と後期（75～80歳）高齢者の健康

に関連する問題と，ソーシャルサポートおよびネットワークの現状について比較調査を行った。回収できた

総数は652人（回収率84.3％）であった。

1)　町全体が長年健康づくりに熱心に取り組んでいることを反映して検診受診率は他市町村よりかなり高

く，前期，後期ともに80％にのぼった。最近の主観的健康状態そのものには年齢による大きな差は認め

られないが，「目，耳，歯の不自由」を訴える者，「ADL不良が1項目でもある者」，「ぼけの症状が1

つ以上ある者」の比率は男女ともに後期（75～80歳）の方が有意に多かった。うつのスコアでは年齢差

は男でのみ認められ，後期高齢者の方がうつの素点が高かった。

2)　過去1年間の「入院の有無」や「1週間以上，床についた者」の率は前期と後期で変わらないが，「最

近3ヵ月間の外来受診」の回数，「かかりつけの病・医院あり」の比率は有意に後期高齢者の方が多か

った。現在治療を受けている病気の種類では男女ともに白内障の割合が後期で有意に高かった。

3)　手段的活動性（IADL）は，後期では男女ともに「遠いところに一人でいける」割合が減少した。食

事，買い物，掃除，お金の管理については，女で，後期高齢者では前期より有意に低かった。それで

も女性の方が男性より，「自分でする」割合が高かった。反対に身体的活動性（ADL）では男の方が総

じて活発であった。喫煙本数，飲酒量は後期で有意に低かった。

4)　鷹栖町では老人自身が地域の社会活動へ参加している割合が高かった。ソーシャルサポートでは，後

期の女性では前期に比較して（また男性よりも）情緒的サポートも介護サポートもその受けられる数が

少なかった。

5)　特にADLやIADLが低下し，疾病有病率も増加する後期高齢者に対し，informal supportを補完す

る公的サポート体制の充実が必要と思われた。
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